
配信日 時間 講義科目

6/28(土)

10:00～11:30 講義① 量的研究のリサーチクエスチョンと研究方法

13:00～14:30 講義② 研究デザイン

15:00～16:30 講義③ 記述統計

7/19(土)

10:00～12:00
※120分

講義④ 推測統計

13:00～14:30 講義⑤ 回帰分析

15:00～16:30 講義⑥ 検定

量的研究から意義のある成果を得るためには良いデータを得ることが不可欠で、その
ためには良い研究計画を立てることが重要です。データ解析はデータを集めたあとで
見直すこともありますが、データ収集のほとんどはやり直せません。この講義では量
的研究の進め方、計画の立て方を概観し、データを取ったあとで後悔しないためのポ
イントをみていきます。

プログラム

“知りたいこと（クリニカルクエスチョン）”をデータから評価するためには、研究開
始前に研究の設計図を適切にたて、研究デザインを組むことが重要となります。この
講義では、様々な研究デザインやそれぞれの利点・欠点、気を付けるべき落とし穴等
について講義します。

適切にデザインされた研究で収集されたデータは、記述統計・推測統計の道具により
整理されることで臨床に還元されます。この講義では、記述統計に焦点をあて、それ
ぞれのデータが分類される型ごとに、データの要約方法の基礎を学ぶことを目的とし
ます。さらに、要約結果を提示するための図表を作成する際のポイントや具体例を紹
介します。

データが何らかの傾向を示した際に、偶然そのような傾向が得られたのか、真の傾向
は何なのか、を知りたいということがあります。推測統計を用いると、データ（結
果）の不確実性を考慮した上で、「2群の間に差がある」などの結論を導くことが可能
になります。この講義では、推測統計のしくみと使い方について、具体例によるイ
メージを持ちながら、基礎から学んでいきます。

回帰分析の知識を身に着けることで、読める論文や実施できる研究の幅が広がり、一
歩踏み込んでデータに向き合うことができます。この講義では、「回帰」とは何か、
回帰を「モデル」で表すとはどういうことか、からはじまり、最小限の数式から気を
付けるべきポイントをなるべく正確に理解することを目的とします。

不適切な方法で計算されたp値から研究の結論を導くことに対する批判が高まっていま
す。
p値は検定の結果として得られるものですが、なぜ検定が必要なのか、どのような検定
方法を選択すべきなのか、検定結果を適切に解釈するとはどういうことなのか、を理
解しなければ、適切に研究結果を解釈することはできません。この講義では、How to
ではなく、検定の目的と適用上の注意点を理解することを目的とします。

講師：上村 夕香理（国立健康危機管理研究機構 データサイエンス部
生物統計研究室長）

講師：米倉 佑貴（聖路加国際大学大学院 看護学研究科 准教授）

講師：上村 鋼平（東京大学大学院 情報学環 准教授）

講師：川原 拓也（東京大学医学部附属病院臨床研究推進センター助教）

講師：篠崎 智大（東京理科大学 工学部 情報工学科 准教授）

講師：坂巻 顕太郎（順天堂大学 健康データサイエンス学部 准教授）
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